
＜発表概要or今年の取組みの特徴＞

川崎市
【人　口】 1,541,041 人（Ｒ4.12.1現在）
【面　積】 144.35平方キロメートル
【職員数】 20,053人（Ｒ4.4.1現在）

＜メッセージ・意気込み＞

＜改善運動の特色やアピールポイントなど＞

ＤＡＴＡ

全ての職員が市民目線での改善を主体的に
実践し、業務量の軽減やコストの縮減にもつ
ながるよう、職場での改善活動を推進してい
ます。

スクール・ゾーン等の管理について、一覧情報を
データベース化するとともに地図情報システムから
閲覧できるようにし、市民からの損傷通報時は路面
に設置した二次元コードを読み取りwebフォームか
ら可能とすることで、路面標示のDX化を図ります！

全国初の取り組みを川崎市から！

≪発表のテーマ≫ 
路面標示のDX化



部署名 川崎市高津区役所危機管理担当

　 タイトル スクール・ゾーン等の管理におけるDX化　　

　

改善前
【Before】

路面標示を補修する際、場所の特定と現場確認の作業に

時間がかかっていた。
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取組内容
　

　・路面標示の設置場所一覧をデータベース化
　・データベースを基に地図情報システムに落とし込む

 

 



　

取組内容

　・LoGoフォーム活用して市民通報システムを作成
　・フォームを二次元コード化して路面シートに
　※LoGoフォームとは、株式会社トラストバンク社が「LGWAN-ASPサービス」
　　として提供しているもので、一元管理できる自治体専用の「デジタル
　　化総合プラットフォーム」です。

 

 



 

効果
【After】

（改善の成果
・取組の効果）
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・地図情報システムからの確認が可能となるため、通報場所
　の特定が容易になる。

・通報時に損傷状況の写真も貼付してもらうため、現場確認
　のために現地に赴く必要がなくなる。

 ・市民目線でも通報の仕方が簡略化されるため、利便性の
　向上つながる。


